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1．2022年度の活動の概要
　本年度も例年と同様に学内向けに教育支援システム Moodle を提供した。ただし，ユーザ管
理に利用していた ICT 推進センターが所有するサーバの保守の期限が 2023 年の年末に終了と
なり，それ以降は継続しての利用が困難になることが明らかになった。そのため，急遽，次年
度以降の Moodle の扱いについて検討をした。結論としては 2023 年度で Moodle の提供を終了
することとした。また，例年開催している Moodle 講習会についても内容を変更して小規模で
おこなうこととした。
　ここでは，それぞれについての活動内容を報告する。

2．教育支援システムMoodle の提供
　本年度も前年度までと同じ方針にしたがい，下記の 4 つの Moodle サーバを運用した。
　・講義用 Moodle （主に各学部の授業で利用するために設置したもの）
　・講義用 Moodle 一般教育用 （負荷分散のために一般教育部向けに分離したもの）
　・教職員用 Moodle2 （学生アカウントも利用可能にしたもの）
　・教職員用 Moodle3 （学生アカウントの利用を不可にしたもの）

　利用制限についても同様に下記の方針をとった。
　・1MB を超えるサイズのファイルは Moodle のサーバに直接おかないこと
　・重いモジュールを 50 人以上で同時に利用しないこと

　なお，本年度は，「医学部」「医療衛生学部」「一般教育部」では Moodle が活発に利用され
ていたが，「獣医学部」と「海洋生命科学部」は限定的な利用にとどまり，「薬学部」「看護学部」

「理学部」ではほとんど使われていなかった。

３．次年度以降のMoodle の扱いについて
　今年の年末に，Moodle でユーザ管理に利用していた，ICT 推進センター所有のサーバの保
守期限が 2023 年の年末で切れることと，これ以降の運用が困難であるとの連絡があった。そ
のため，次年度以降の Moodle の扱いについて検討をせざるをえなくなった。
　議論の結果，Moodle の提供は 2023 年度の年度末で終了することとした。その主な理由を
下記に示す。
　・特別な対処をしない限り 2024 年度以降はユーザの管理ができなくなること
　・Moodle とは別の LMS の利用を推奨する学部がでてきたこと
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　・大学全体で LMS を統一するという話があり Moodle 以外も候補にあがっていること
　・Moodle のサービスを外部に委託する場合に多くの追加の費用が発生すること
　・外部委託ではトラブル発生時や学籍番号の扱いなどで融通が効きにくいこと
　・2023 年度はまだ Moodle を利用できるため移行の準備期間を確保できること
　・他の LMS でも使い勝手を別にすれば機能としてはほぼ同等のことがおこなえること

　高等教育開発センターが設置されて以来，学内の教育システムのインフラを整備すること
を目的として継続的に Moodle を提供してきたが，2023 年度を最後に，その運用を終えるこ
とになる。2023 年度は最終年度の Moodle を運用しながら，2024 年度以降に大学で主に使わ
れることになる予定の LMS について情報を収集して提供することが，高等教育開発センター
の技術面での主な役割となる。

４．Moodle 講習会の開催
　本年度の初頭には，例年と同様の講習会を開催する予定であったが，2023 年度が Moodle
を提供する最後の年度になる可能性が非常に高くなったため，規模を縮小し，その内容も他
の LMS に移行した後で活用できる情報を増やす形に急遽変更した。
　具体的には，これまで参加ができるタイミングを増やすために同じ内容の講習会を 2 回開
催していたが，1 回のみにした。また，使用している LMS の種類に関係なく重要となる話題
として，動画の扱い方と授業目的公衆送信保証金制度の内容を，当初の予定よりも詳しく解
説することにした。なお，Moodle の停止が正式に決まったのは講習会終了後の 3 月 24 日の
センター会議だったが，それまでの状況から決定される可能性が高かったことから，参加者
には最初にそのことを伝えたうえで講習をうけてもらった。
　実施の形態についても，当初は例年と同様に，サブ会場を各キャンパスに設置する予定だっ
た。しかし，規模の縮小などにともない，サブ会場は設置せずに，相模原キャンパスのコン
ピュータ室を主会場とし，自宅や研究室などの個人のパソコンからもオンラインで参加する
ことが可能な，ハイブリッド形式で開催することにした。
　今回の講習会の日程と参加人数を下記に示す。
　　　2023 年 Moodle 講習会
　　　　開催日時：2023 年 3 月 17 日  13：00 ～ 14：30
　　　　参加人数：6 名（主会場 2 名 / オンライン 4 名）

　内容としては，最初に Moodle の提供が 2023 年度で最後になる可能性が高いことと，それ
をふまえて各内容の時間配分を調整したことを伝えた。その後，LMS と Moodle の役割の解説，
Moodle へのアクセス方法，学生の立場としての利用，授業用のコースの作成方法，掲示板の
使い方，教材の追加方法，などの初歩的な Moodle の講習をおこなった。
　その後，学生へ動画を提供する方法について詳しく解説した。具体的には，基本的な考え
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方（外部のサイトに動画をおいてLMSからリンクすることなど），Moodleでのリンクのしかた，
動画を扱える外部のサイトとして Google Drive と YouTube を使う場合のそれぞれの利点と欠
点，動画の作成方法や保存の形式，などを扱った。
　次の話題として，授業目的公衆送信保証金制度の解説をした。これは，授業において「他
人の著作物」を含む資料を学生へと配布する場合の著作権法上の例外に関する制度である。
今回の講習では，これまでの法律ではどのような条件のもとで無許諾での配布が可能だった
のか，この制度を利用すると何ができるようになるのか，どのような理屈になっているのか，
この制度を利用する際の注意点や利用できないケース，北里大学ではどのような扱いになっ
ているのか，などについて解説した。
　ここでは念のために，この制度の概要をかいつまんで説明する。これまで，授業で利用す
るために他人の著作物を含む資料を学生へと無許諾かつ無償で配布可能だったのは「対面形
式での授業」と，「主会場のあるリアルタイムオンライン型の授業」に限られていた。そのため，
e-Learning 形式の授業のような，学生の都合のよい時間に受講する「オンデマンド型の授業」
での配布には個別に権利者から許可を得る必要があった。それに対して，この制度では，大
学が授業目的公衆送信保証金等管理協会（SARTRAS/ サートラス）へ登録し，保証金を支払っ
て権利関係の処理をサートラスへとまかせることで，個々の教員が個別に許可などを得なく
ても，オンデマンド型の授業での資料の配布が可能となる。ただし，あくまでも対面形式の
授業での扱いをオンデマンド形式へ拡張するものであり，その範囲を超えての配布などはで
きない。講習では，北里大学もサートラスへ保証金を払っているためこの制度を利用できるが，
扱える範囲に注意が必要なことなどを中心に情報提供をおこなった。
　2024 年度以降は Moodle の提供はおこなわないため，本年度の講習会が北里大学でおこな
う最後の Moodle 講習会となる。今後は Moodle から他の LMS への移行に関する情報提供や，
そのための講習会などについて検討をしていくことになる。

４．まとめと今後の活動について
　本年度は，例年と同様に教育支援システム Moodle を提供し，講習会を開催した。しかし，
ICT 推進センターが管理するサーバの保守契約などの関係から，今後の Moodle の運用などに
ついて検討をすることになり，その結果，2023 年度を最後に Moodle の提供を終了すること
を決断した。
　大学が LMS をひとつに統一することなどを検討していることから，今後は学内の動向など
も確認しながら，教育を支援する学内の基盤としてのシステムに関する情報の収集や提供を
おこなっていく必要があると思われる。


